
JP 2010-137470 A5 2012.2.2

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2010-137470(P2010-137470A)
【公開日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2008-317253(P2008-317253)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
   Ｅ０４Ｆ  13/07     (2006.01)
   Ｅ０４Ｆ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ａ
   Ｂ３２Ｂ  27/20    　　　Ａ
   Ｅ０４Ｆ  13/00    　　　Ｇ
   Ｅ０４Ｆ  15/02    　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　蓄光層と、
　前記蓄光層に積層され、カルボキシル基含有（メタ）アクリル系ポリマー、白色顔料、
及び芳香族ビニルモノマーを含まないアミノ基含有（メタ）アクリル系ポリマーを含むア
クリル系白色粘着剤層と
を含む蓄光性積層体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　すなわち本発明は、蓄光層と、前記蓄光層に積層され、カルボキシル基含有（メタ）ア
クリル系ポリマー、白色顔料、及び芳香族ビニルモノマーを含まないアミノ基含有（メタ
）アクリル系ポリマーを含むアクリル系白色粘着剤層とを含む蓄光性積層体を提供するも
のである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　アクリル系白色粘着剤層１０４は、カルボキシル基含有（メタ）アクリル系ポリマー、
白色顔料、及び芳香族ビニルモノマーを含まないアミノ基含有（メタ）アクリル系ポリマ
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ーを含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　前記アクリル系白色粘着剤において、（ｉ）カルボキシル基含有（メタ）アクリル系ポ
リマー、及び（ｉｉ）前記カルボキシル基含有（メタ）アクリル系ポリマー１００質量部
に対して、約２５質量部～約１５０質量部の白色顔料、及び芳香族ビニルモノマーを含ま
ないアミノ基含有（メタ）アクリル系ポリマーからなる着色剤を含んでいても良い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　前記アクリル系白色粘着剤は、架橋剤を含んでも良い。かかる架橋剤として、例えば、
ビスアミド系架橋剤（例えば、１，１’－イソフタロイル－ビス（２－メチルアジリジン
））、アジリジン系架橋剤（例えば、日本触媒製ケミタイトＰＺ３３、アビシア製Ｎｅｏ
Ｃｒｙｌ ＣＸ－１００）、カルボジイミド系架橋剤（例えば、日清紡製カルボジライト
Ｖ－０３，Ｖ－０５，Ｖ－０７）、エポキシ系架橋剤（例えば綜研化学製Ｅ－ＡＸ，Ｅ－
５ＸＭ，Ｅ５Ｃ）、イソシアネート系架橋剤（例えば、日本ポリウレタン製コロネートＬ
、コロネートＨＫ、バイエル社製デスモジュールＨ、デスモジュールＷ、デスモジュール
Ｉ）、エポキシ系架橋剤（例えば綜研化学製Ｅ－ＡＸ、Ｅ－５ＸＭ、Ｅ５Ｃ）、イソシア
ネート系架橋剤（例えば、日本ポリウレタン製コロネートＬ、コロネートＨＫ、バイエル
社製デスモジュールＨ、デスモジュールＷ、デスモジュールＩ）等を用いることができる
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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